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令和4年度 事業報告書 

 

認定特定非営利活動法人 

日本カンボジア文化産業振興会 

Ⅰ事業期間 

2022年4月１日から2023年３月31日まで 

 

Ⅱ事業の成果 

カンボジアはコロナの入国規制も緩和し、日本からの渡航も容易になり事業を実施する状況が

改善されていった一年となりました。昨年から継続しているナチュラルプロジェクトは、継続

して魚の販売、土地の整備に重点を置きながら、餌のサプライヤーを招いた勉強会の実施を行

い、人材教育支援を進めながら事業が潤滑に実行できる体制作りに努めました。 

トビタテ！留学JAPAN日本代表の北陸大学コミュニケーション学科、廣田美羽さんが行なうテ

チョウ小学校での音楽支援の現地サポートを行いました。コロナ渦では授業の実施が出来な

い、その他支援も全く無かった2年間の後、初の支援となり学校関係者から大変喜ばれ、政府機

関からも高い評価をいただきました。 

国際交流IT支援では金沢市所在の光こども園とテチョウ小学校をビデオで繋ぎ、交流会を実施

いたしました。今年度は3回の実施となり、11月、12月、2月の実施となりました。 

また、2023年は日本カンボジア友好70周年記念の年であり、2月実施の交流支援が日カンボジア

70周年記念事業及び日ASEAN友好協力50周年記念事業として認定を受けました。本事業は定期的

に今後も継続していく事業となります。 

  入国規制の緩和に伴い日本からの支援、訪問も増え技術支援、教育支援において大きな成果

を出すことができた。今後も人材教育を実施し雇用拡大が出来るように活動を推進していきた

い。 

 

   

Ⅲ 事業の実施に関する事項 

 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施 

 

日時 

実施 

 

場所 

従事者 

 

の人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

支出額 

 

(千円) 

行政、産業団

体、日本文化

産業振興会カ

ンボジア本部

との協力、連

絡連携 

ナチュラルプロジェクトサ

ポート支援事業 

テラオライテックの養殖事業

において、現地協力。この事

業を通して、貧困支援につな

がる人財育成を行う。 

4月1日～ 

3月31日 

カンボ

ジア 

スラエ

ム村 

３ 5 1,089 

 



カンボジア王

国を中心とし

た住民の自立

支援事業 

トビタテ！留学JAPANサポ

ート事業 

廣田美羽さんが行なう音楽支

援の現地サポート。この事業

を通して小学校での教育支援

を行う。 

8月8日～ 

9月18日 

カンボ

ジア 

スラエ

ム村 

3 70 642 

 

 

カンボジア王

国を中心とし

た住民の自立

支援事業 

IT交流支援事業 

光こども園とテチョウ小学校

のビデオ交流。 

11月3日、

12月1日、

2月9日 

カンボ

ジア 

スラエ

ム村 

20 80 3,916 

カンボジア王

国とした人材

育成支援事業 

農業人材育成事業 

クラチエ州の102ヘクター

ルでの貧困世帯による自立

支援を行う 

4月1日～ 

3月31日 

カンボ

ジア王

国クラ

チエ州 

7 12 15,800 

  

その他の事業 なし 

 

【ナチュラルプロジェクトサポート支援事業】 

実施期間 2022年4月1日～2023年3月31日  

事業場所 プレアヴィヒア州スラエム地区テチョウビレッジ  

主体団体 テラオライテック・カンボジア 

随行ＮＰＯ職員 東海林知晴 

現地サポートスタッフ 戸田武 

事業内容 カンボジア王国プレアヴィヒア州スラエム地区テチョウビレッジでの養殖総事

業  

NPO事業費 \1,088,541円 

<実施結果> 今年度は販売サポートや養殖事業全般の管理運営を行いました。運営につ
いてテラオライテックカンボジアとミーティングを行い、収益資金により借り上げている

土地の農地開発を実施することに決定しました。カンボジア全域の情報を集約し、稚魚の
生産や販売戦略に至るまで調査をし、成長が遅い個体についても販売先や販売方法を変え

て問題を解決していきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【トビタテ！留学JAPANサポート事業】 

実施期間 2022年8月8日～9月18日 

事業場所 プレアヴィヒア州スラエム地区テチョウ小学校                            

随行NPO職員 東海林知晴 

現地サポートスタッフ 戸田武 

事業内容 カンボジア王国プレアヴィヒア州スラエム地区テチョウ小学校での音楽支援 

NPO事業費 \641,883 

<実施結果> 6年生を対象に鍵盤ハーモニカでカンボジア国歌とハッピーバースデイの演

奏を指導しました。先生方も鍵盤ハーモニカを使った事のある方が少なく、子供たちに教

える為に自分が勉強したいというお話も受けました。継続した支援が行なえる環境を整え

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

【IT交流支援事業】 

実施期間 11月3日、12月1日、2月9日 

事業場所 プレアヴィヒア州スラエム地区テチョウ小学校、金沢市光こども園 

随行NPO職員 東海林知晴 

現地サポートスタッフ 戸田武 

光こども園サポートスタッフ 北陸大学先生及び学生  

事業内容 光こども園とテチョウ小学校のビデオ交流 

NPO事業費 \3,915,860 

<実施結果> 光こども園園長より園児にグローバルな教育を学ばせたいという想いの

元、外国の友達を作るをテーマに、お互いの国の言葉や歌、生活習慣やダンスを披露し合

い交流を行いました。2月9日の交流会では、在カンボジア日本大使館より「日カンボジア

友好70周年記念事業」及び「日ASEAN友好協力50周年記念事業」の認定事業として行い、

北陸大学研修団も現地テチョウ小学校へ訪問し支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

【農業人材育成事業】 

実施期間  2022年４月～2023年3月 

事業場所  クラチエ州ソンボーエリア 



農業従事者 7名 
随行NPO職員 東海林知晴 
NPO事業費 15,800,000円 
<実施結果> 
クラチエ州ソンボー地区にある１０２ヘクタールで、貧困支援のために農業運営での雇用
と人材教育支援を継続しました。今年度は新車のコンバインや作業車を購入し、農地では
カシューナッツの苗を6ヘクタール増やしました。また稲作、バナナ、キャッサバなどを

25ヘクタールで育成させました。コロナ禍で職を失い生活ができなくなった農民を雇用
し、農業事業を継続し自立できるように運営しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


